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平
成
十
八
年
二
月
十
日

内
閣
総
理
大
臣

小

泉

純
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郎

衆

議

院

議

長

河

野

洋

平

殿

衆
議
院
議
員
岩
國
哲
人
君
提
出
靖
国
神
社
参
拝
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。

平
成
十
八
年
二
月
十
日
受
領

答

弁
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衆
議
院
議
員
岩
國
哲
人
君
提
出
靖
国
神
社
参
拝
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

平
成
十
八
年
一
月
二
十
八
日
、
公
明
党
山
本
保
議
員
主
催
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
以
下
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
と
い
う
。
）
に
お
い

て
麻
生
外
務
大
臣
の
講
演
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
の
質
疑
応
答
に
お
い
て
、
同
大
臣
よ
り
、
今
後
、
隣
国
の
わ
だ
か
ま
り
も
な

く
、
戦
争
で
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
方
々
を
自
然
に
追
悼
し
得
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
、
と
の
問
題

提
起
を
行
っ
た
と
承
知
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
大
臣
は
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
い
て
、
麻
生
外
務
大
臣
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い

た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

平
成
十
七
年
六
月
二
日
以
降
、
御
指
摘
の
進
言
を
し
た
こ
と
は
な
い
。
天
皇
の
靖
国
神
社
へ
の
御
参
拝
に
つ
い
て
は
、
そ

の
時
々
の
社
会
情
勢
を
考
慮
し
な
が
ら
慎
重
に
検
討
の
上
、
こ
れ
ま
で
も
宮
内
庁
に
お
い
て
対
処
し
て
き
て
い
る
。

三
に
つ
い
て

御
指
摘
の
答
弁
書
は
、
小
泉
内
閣
総
理
大
臣
が
「
人
に
奨
励
す
る
と
か
、
私
の
参
拝
を
見
習
っ
て
ほ
し
い
と
か
い
う
気
持

ち
は
全
く
な
い
」
「
人
に
参
拝
し
な
さ
い
と
か
言
う
気
持
ち
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
答
弁
し
た
も

一



の
で
あ
っ
て
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
け
る
麻
生
外
務
大
臣
の
発
言
と
は
何
ら
関
係
が
な
い
。

四
か
ら
六
ま
で
に
つ
い
て

お
尋
ね
は
、
小
泉
純
一
郎
衆
議
院
議
員
の
政
治
家
個
人
と
し
て
の
判
断
に
係
る
も
の
で
あ
り
、
政
府
と
し
て
お
答
え
す
る

立
場
に
な
い
。

七
に
つ
い
て

麻
生
外
務
大
臣
は
、
平
成
十
七
年
十
月
三
十
一
日
に
外
務
大
臣
に
就
任
し
て
以
来
、
靖
国
神
社
に
参
拝
し
て
い
な
い
と
承

知
し
て
い
る
。

八
に
つ
い
て

国
会
議
員
に
対
す
る
歳
費
支
給
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
政
府
と
し
て
お
答
え
す
る
立
場
に
な
い
。

二


